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様式第３号    会 議 録 

会 議 名 

（審議会等名） 
平成２７年度 第３回 川西市健康づくり推進協議会 

事 務 局 

(担 当 課) 
健康福祉部健康づくり室  内線（４５３０）            

開催日時 平成２８年３月１６日（水）午後２時３０分～午後３時４５分 

開催場所 川西市保健センター２階健康教育室 

出 
 

席 
 

者 

委 員 

（敬称略）  

藤末  洋   藤木  薫   礒崎 孝治   松浦 孝治 

今西  要   三宅 圭一   井関 義弘   川井 康男 

江見 輝男   多久和 桂子  坂口 美佳   長江 利幸 

藤原 政嘉   臼井 達矢   日下 厚子   野平 淳一郎 

横谷 弘務   寳田 順子   田川 幸子   山上 和美 

その他                        

事務局 健康福祉部健康づくり室 

 根津部長・小倉室長・池田主幹・松本主幹・坂上副主幹・ 

曽野副主幹・米田主査・森主査・北田主任保健師 

傍聴の可否   可    傍聴者数 ０人        

傍聴不可・一部不

可の場合は、その

理由 

                                            

会議次第 別添「審議経過」のとおり 

会議結果 別添「審議経過」のとおり 
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審 議 経 過 
第３回 川西市健康づくり推進協議会 審議経過（要旨） 

平成２８年３月１６日     

午後２時３０分～３時４５分   

川西市保健センター 

        

 

 

出席者：２０名（欠席者：２名）  

 

［会議次第］  

１  開会 

２  協議事項 

① （仮称）川西市健幸まちづくり条例(素案)要綱及び解説について 
② 答申(案)について 

３  その他 

４  閉会 
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会 長 
 

議事 
 
それでは皆様よろしくお願いいたします。前回の協議会の後、専門部会を3回開催いたし

まして、委員の皆様にご協議いただき、修正に修正を重ねてまいりました。本日は協議会
の委員の皆様にご意見をいただきたいと思います。そこで委員すべての人からご意見をい
ただきます。では、事務局の方から条例につきまして、説明をお願いいたします。 
 
それでは、本日の協議事項の①「（仮称）川西市健幸まちづくり条例(素案)要綱及び解説

について」、事務局より資料に沿ってご説明申し上げます。 
以下説明(略) 

 
ありがとうございました。事務局から説明いただきました。 
それでは、一度にするのは大変なので、１ページから３ページの市民の役割の前まで、

どなたかご質問ございませんでしょうか？ 
 
専門部会の方には３回にわたりご協議いただきまして、ありがとうございました。 
内容につきまして、何度も何度も繰り返し読みましたが、今回使用されている新しい「健

幸」という言葉と従前からの「健康」という言葉の使い分けで引っかかってしまいました。
「健幸まちづくり」という１つの言葉では、納得がいくわけですが、他のところでの使い
分けについて、ご説明ください。 
「健康」につきましては、「身体的・精神的の他に社会的にも完全に良好な状態である。」

と、定義づけられているわけで、もともとの健康の中にも「健幸」的な要素がありますの
で、たとえば前文の最後の、健幸で活力あるという場合の健幸は、従来の健康でいいので
はないかと、思うわけですが、専門部会でも十分協議されたと思いますので、その見解を
教えていただきたい。 
 
ＳＷＣの考えの健康で幸せの健幸を本市でも使用するということで、健幸マイレージ、

健幸体操という名前で事業を実施しており、条例についてもこの健幸を使用したいと考え
る。確かに使い分けは難しいと思っている。 
 
医大に入れば誰もが健康の定義を習うが、それは先程のとおりで、すべてを含んでいる。 
事務局がおっしゃるように、健幸を使い、心身面以外をより示すということで、私はい

いと思う。 
 
条例では初めてと思うが、健幸はキーワードとなる言葉であるので、アクセントをつけ

て表記した方がよい。使い分けは明確にすべきと思う。 
 
私の方からも一言申し上げますと、現在この健幸という言葉が、全国的には広まってい

ない中では、川西市としては健幸を用いるが、議論になっている健康で活力あるといった
一般にいう場面では、一般的な「健康」を使うほうがよいのでは。 
今結論を出しますか？ 
 
協議会の答申という形では、この場で決めていただく存じます。. 
 
決める必要があるようですので、ご意見を頂けますでしょうか。 
 
条例の名称にも健幸を表記し、この言葉を今後広めて行こうという考え方の中では、社

会の実現に寄与することをめざしという流れからは、市が新しい表現で取り組んで行くと
いう姿勢を示すという意味合いから、健幸と現状のままでいいのではと思います。 
 
健幸という名称はいいと思う。幸は大事。 
 
健康で幸せに暮らし続けることを「健幸と表し」、の文章が入っているので、流れ的には、

これでつながっていると思うので、現状でいいと思う。 
 
ご意見なければ、決めさせていただいてよろしいか。 
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私は健幸という言葉はいいと思っている。この言葉を使うことで、健幸・健康の２つの
言葉が出てくるし、意味合いが微妙に違う。だからこそ使い分けをきっちりした方がよい
と言っているのであって、健幸を否定しているわけではないです。 
 
川西市の条例で一般的でない言葉を使うのだから、きちっとした定義をする必要がある。 
ここは、このままとします。 
 
下から５行目の、そこで、健康で幸せに暮らし続けることを「健幸」と”表し”、とな

っているところを”定義し”に、変えたほうがよいのでは。 
 
健幸という言葉の中で、健幸まちづくりはいいと思うが、健幸長寿という言葉は、使用

できるのか。今後健幸を使う場合、幅を持った使い方についてどう考えるか。 
 
健康長寿社会といった場合は従前の健康を使うと考える。 
 
使うとすれば健幸で長寿という風に接続語を使えばいいと思う。 
 
活発なご意見ありがとうございます。 
この部分につきましては、健幸でいくということでよろしいでしょうか。 
 
それでは、目的、定義以下、基本理念までですが、この部分につきましても専門部会で

たくさんのご意見をいただき、修正等しております。何かご意見ございますか。 
 
ないようですので、次に移ります。 
市民の役割から最後まで、何かございませんか。 
専門部会の中では、修正箇所に示している部分を修正、追加しております。 
 
ｐ３の基本理念の解説の③に挨拶を入れてほしい。 
 
入れていきます。 
 
健幸などキーワードを太字など強調できないか。 
 
条文ではできないが解説等では検討します。 
 
解説の中で、健幸が造語であることを強調すれば。 
 
健康長寿社会をネットで調べましたら、内閣府がＳＷＣの特別区では健幸長寿社会とい

う言葉が出てくる。 
 
文言の整理よろしくお願いします。 
 
それでは、協議事項①につきましてはこれまでといたしまして、②答申(案)につきまし

て、事務局より説明願います。 
 
資料について説明(詳細省略) 
 
事務局から説明いただきました。何かご質問はございますか。 
全体については、大きな問題はないと思います。 
１番については、専門部会の中でも意見は出なかったと思います。 
２については、専門部会の中でいろいろと意見が出ました。 
例えば、健康についてあまり意識していなかったとありますが、私は意識していました

し、歯科医師会さん、薬剤師会さんも思っていたので、書かなくていいんじゃないか。と
言う意見が出ました。するならば明文化して、歩きやすい歩道を作る等、具体的に記載す
べきとの意見も出ました。 
何かありますか。 
 
よくまとまっていると思います。 
行政側の使命・役割として、現在進行中のキセラの開発を歩いて暮せるまちづくりのモ
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デルにし、そういった箇所が市内で増えればいいと思う。 
市民側の使命・役割は、この条例に基づいてどう運動を展開するかというのが今後の課

題だと思う。 
 
行政も市民もそれぞれの立場で、努力目標を持ってやっていくことが今後の課題である

と思っている。 
他に何か。 
 
まち歩きのところ、高齢者に安心して歩いてもらうことについて、自転車の問題がある。

自転車については警察も注意しているようだが、自転車道の整備について一言だけでも入
れてもらえないか。 
 
自転車事故等が問題になっているので、その面も踏まえて考えていただきたい。事務局

いかがですか。 
 
検討してまいります。 
 
答申についていかがでしょうか。（異議出ず）ありがとうございます。そうしましたら、

この事務局案を答申の鑑にして、この協議会の決議として市長に提出させていただきます。
この他の段取りについては事務局から説明いただきます。 
続きまして、その他につきまして、何かご意見ございますか。 
事務局から今後のスケジュールについてお願いします。 
 
今後のスケジュールでございますが、本日いただきましたご意見等は事務局で調整いた

しまして藤末会長と最終調整させていただくということでいかがでしょうか。(異議なし) 
ありがとうございます。最終案を会長と調整させていただいた後、市長に答申として提

出しました後、条例案を市議会の議員協議会で説明し、ご意見をいただきます。４月末ご
ろになると思います。その後市民のご意見をいただく場として、１カ月間のパブリックコ
メントを行い、再度、議員協議会で、議会と市民からの意見に対して市の検討結果を説明
した後、市議会に条例案を上程し、承認を受けることになります。９月議会の提出を予定
しています。またこの条例を具現化するため新規の計画を策定いたします。これは２９年
度に現行の健康づくり計画が終了しますので、もう１つの食育推進計画と一体化した(仮
称)健幸まちづくり計画の策定に向け、今年度はアンケート調査を実施いたします。その際
にはこの健康づくり推進協議会でご協議いただくことになります。この秋を予定しており
ますのでよろしくお願いいたします。 
当初６月議会を予定いたしておりましたが、９月議会となります。 
 
それでは、第３回健康づくり推進協議会を終わります。 
本日まで、何回もお集まりいただき、活発なご協議をいただきまして感謝申し上げます。
皆様のご協力によりまして、案をまとめることができました。ありがとうございます。 
９月に条例が出るそうですが、１１月には、医師会でも医療フォーラムを開催し、健康 

への取組について発表する予定です。皆様のご参加をお願いいたします。 
これで第３回の健康づくり推進協議会を閉会させていただきます。 
ありがとうございました。 

 


